
共に創ろう　持続可能な社会 
～SDGsは世界につながるパスポート～

有志の方々に感謝します



13%
28%

朝日新聞社調べ 
https://miraimedia.asahi.com/sdgs2030/sdgs_survey03/

SDGsの認知度は？
平均

教育現場

企業平均 16%
関東経済産業局 

http://www.kanto.meti.go.jp/annai/hodo/data/20181213sdgs_press.pdf



日本の貢献度は世界で

品川区の日本でのSDGs先進度は

第15位（156カ国中）
http://sdgindex.org/reports/2018/

第49位（815位市区町村中）
『日経グローカル』No.355     2019.1.7



品川区「社会貢献製品支援事業」
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品川区立日野学園様SDGs学習グランドデザインのご提案

知る 考える 行動する

初級

教科書（資料）、新聞、動画
等で知る。ゲームを通して、
与えられた課題について考え
る。

限定的な知識を活用して課題を
考える。

プロジェクトを立てて、クラ
ス内活動としてできるアクシ
ョンを考え実施する。（発表
なども含む）

中級

インターネット等を活用して
データを集めてまとめる。

データを中心として科学的に考
える。ラフなプロジェクト計画
を立てる。

プロジェクトを立てて、親御
さん地域の支援者なども交え
て、アクションを考え実施す
る。

上級

集めたデータを分析して比較
し、課題を見直す。複数で話
し合って、理解度を深める。

課題解決に対して、論理的に考
える。プロジェクトを管理する
プロジェクト書類を揃える。
（プロジェクト・マネジメント
の知識）

プロジェクトを立てて、広
く、一般企業や社会に足して
も呼びかけたアクションを考
え実施する。

2019/02/08、2019/2/18に中学生にワークショップを提供

© 2019（有）ラウンドテーブルコム　国際的学習プログラム研究委員会
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共に創ろう 持続可能な社会 
～SDGsは世界につながるパスポート～ 

日時：2019年2月16日（土） 
    午後1時～4時（受付開始　12時30分） 
会場：立正大学 4号館 1階 411教室 
    ※立正大学　正門よりご入場ください 
定員：70名（申込先着順・参加費無料） 
内容： 
1. SDGsとは（（株）NTTデータ経営研究所） 
2. 企業のSDGs取組事例  
（東洋製罐グループ、花王（株）生活者研究センター） 

3. 新聞記事を活用したSDGsワークショップ 
（（株）朝日新聞社） 

4. SDGsのこれから（SDGsアクティブローカルポイント
システム「L-TanQ」の紹介） 

ここを曲がる

国連が採択した「持続可能な開発目標」（SDGs）に産業界・教育界から関心が高まっています。 
地域企業が住民と連携しながらSDGsにどう取り組んでいけばよいか、一緒に考えましょう！

主催：（有）ラウンドテーブルコム SDGsポイント研究所@ジャパン 
共催：RisVo（立正大学ボランティアサークル）、未来協育推進機構 
協力：（一社）グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン、（株）朝日新聞社、東洋製罐グループ、（株）NTTデータ経営研究所、 
 国際的学習プログラム研究委員会、BigWave、ゴタンダスタイル、しながわお笑いフェス、積才房（同） 
協賛：花王（株）生活者研究センター 
後援：品川区

〒141-0032 東京都品川区大崎4-2-16 
JR大崎駅、JR＆都営浅草線五反田駅から　徒歩5分 
東急池上線大崎広小路駅から　徒歩2分 

▶事前お申し込み方法 
QRコードから申し込みフォームへジャンプ→
「お名前」「ご所属」をご記入後、送信して
ください。 

または、メールに「お名前」「ご所属」をご記入後、
下記メールアドレス宛に送信してください。  
sdgspoint-labo@roundtable.jp
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ベンチャー企業・中小企業が考える 
SDGs＠しながわ

日時：2019年3月6日（水） 
　　　18:30受付開始　19:00 - 21:00 
場所：SHIP 品川産業交流支援施設 
〒140-0001 東京都品川区 北品川５-５-１５  
大崎ブライトコア 4F 会議室 

1 SDGsの現状 
2 サプライチェーンとSDGs 
3 ネットワークプラットフォーム 
4 「SDGsアクティブポイント研究所＠品川」構想



都立武蔵高校の 
「ボルネオ スタディツアー」

都立武蔵高校附属中学の 
「布ナプキン プロジェクト 」

オランダの高校生が作った 
「オーシャンクリーンアップ」

湘南学園高校の 
「SDGsフォト コンテスト」

教育現場で起きていること
https://globe.asahi.com/article/
11992591

https://www.jica.go.jp/hiroba/
information/exhibition/space/hall/
2017/171129_01.html

https://nge.jp/2014/06/23/
post-1259

https://sites.google.com/view/
sougou-photocontest2018/ホーム?
authuser=0



課題：教育現場・地域・自治体・企業 
をネットワークする 
プラットフォームが必要



SDGsポイント研究所＠ジャパン

ソリューションの一つ



ポイント交換式



アンケート及びクイズ



新たに生まれたプロジェクト



国連で採択された
持続可能な世界を実現するための 17のゴール

［AFPWAA WORKSHOP］
AFP Forum から下記の課題に最も相応しい一枚の写真を 選択してレポートを作成してください

SDGs 目標 "NO POVERTY"
 ̶ 貧困をなくそう ̶ 

応募期間  2019.01.10 ～2019.03.31

［応募要項］
1．AFP Forumデータベースから課題「"NO POVERTY" ̶ 貧困をなくそう ̶ 」に相応しい
と考える 1枚の写真を選定してください。
2．選定した報道写真に日本語タイトルをつけてください。
3．選定理由を 200字～ 400 字程度で記述してください（日本語）。
4．応募受付はオンライン（http://ur0.work/Peao）にて行います。応募に際してはあなた
が所属する教育機関（大学）のメールアドレスを使用してください。
高校・中学校等に在籍で学校のメールアドレスを所有していない方は、最初にラウンドテー
ブルコムのサイト（https://l-tanq.roundtable.jp/ad/afpwaa-workshop/）で転送用アドレス
を取得して下さい（無料）。取得後にそのアドレスを応募フォームにご記入ください。
5. 応募期間：　２０１９年１月１０日 ～ ２０１９年３月３１日
6. 発表：４月中旬予定。全応募作品を AFPWAAワークショップ特設サイトに掲載します（掲載プラットフォームは Instagram、AFPBB
サイトを予定）。優秀作品には副賞を贈呈いたします。
7． 応募要項は AFPWAAサイト http://www.afpwaa.com/ にも掲載します。

今回のワークショップの目的は、世界各国１３，０００社のメディアが活用している海外通信社のデータベースを課題制作を通じて、実
際に自らの体験として学習してみることにあります。
■主催：AFP World Academic Archive 　■協賛：SDGs ポイント研究所＠ジャパン ( 事務局 : 有限会社ラウンドテーブルコム )

■ AFP 通信
AFP（フランス通信：Agence France-Presse）は、1835 年に創立された、世界で最も長い歴史を持つ通信社
であり、ロイター、AP通信とならんで、世界 3大通信社のひとつです。
AFP WAA（AFP World Academic Archive）は、AFP の 30 万点以上のニュース動画、約 4,600 万枚の写真を
収蔵したデジタルアーカイブです。ご契約いただいた教育機関に所属する教職員、学生のみなさんはアカデ
ミックユースに限定して、コンテンツを自由にご利用いただくことが出来ます。

■ SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS  (SDGs)
SDGs は，2015 年 9 月の国連サミットで全会一致で採択された世界を変えるための１７の国際
目標。
持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の誰一
人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。SDGs は発展途上国のみ
ならず，先進国自身が取り組むユニバーサルなものであり，日本としても積極的に取り組んで
います。

応募要項の詳細につきましてはこちらにお問い合わせください。

SDGs ポイント研究所＠ジャパン ( 事務局 : 有限会社ラウンドテーブルコム )
sdgspoint-labo@roundtable-jp　　https://l-tanq.roundtable.jp/ad/afpwaa-workshop/

Guillermo Arias / AFP



日時：2019年3月31日（日） 
　　　12:30受付開始　13:00 - 16:00 
場所：朝日新聞社読者ホール 
〒104-8011 東京都中央区築地5-3-2 
会費：2,000円（お茶菓子付き） 

「SDGsサポーター」レベルの課題に挑戦した修了証を発行します。

SDGsチャレンジ！ 
キックオフイベント

sdgs-challenge@roundtable.jp

mailto:sdgs-challenge@roundtable.jp


関連プロジェクト



緊急速報

イベント冒頭、
みんなの応援に
やって来る！

次長課長 河本準一さん
くまだまさしさん

次長課長 河本準一さん くまだまさしさん

http://t.asahi.com/sdgsawards/
▶詳細・お申し込みはこちら

国連が掲げる「持続可能な開発目標（SDGs）」に
貢献する若い力を応援するために朝日新聞社が
創設した「大学 SDGs ACTION! AWARDS」。
2月20日（水）の最終選考会では、全国から集結した
学生によるプレゼンテーションのほか、誰でも参加
できる「SDGsワークショップ」（参加無料）も開催
されます。ぜひご応募ください。

企業が実際に直面している課題を、社員がプレゼンテーション。その課題を
解決するアイデアを参加者一人ひとりが考え、ディスカッションします。
就職活動のヒントや、協働する面白さがきっと見つかるはず！

一般社団法人サステナビリティ・エンパワーメント　杉浦正吾さん

▶ B to B 企業にとって、一般消費者との効果的な
　 コミュニケーション手段とは？
▶ 有能で多様な人材を確保するには何が必要か？
▶ サステイナブルな空の旅を実現するためには？

問い合わせ先 大学 SDGs ACTION! AWARDS事務局
（窓口：株式会社クレアン） sdgsaction@cre-en.jp

当日の来場者 
先着200名様に

国連SDGsバッジを
差し上げます！

※ 招待状はメールで順次お送りします。
※ 当日のイベントの模様は、朝日新聞紙面や企業・団体等の媒体で紹介します。ご了承ください。

キミのアイデアが
企業で具体化するかも？

● 世の中のことを考えているつもりが、自分を見つめ直す機会にもなった
● 最終選考に残れず悔しかったけど、ワークショップに参加してよかった！
● 全国で頑張っている同年代の人たちと知り合えて、刺激を受けた！
● いろんな意見に触れて、視点を変える大切さに気づいた

SDGs
WORK
SHOP

［ファシリテーター］ 

［企業の課題・展望の例］

昨年度の
SDGsワークショップ
参加者の声

有楽町朝日ホール
13：30▶
18：00（予定）2/20 水

一人でも、友人同士でも大歓迎！

参加受付中参加
無料

企業の
リアルな課題、
SDGs視点で
本気で考えよう！

先着順に受付中！
主　　催 ： 朝日新聞社　
特別協賛 ：　　　　　　　　　　　　  協　　賛 ：　　　　　　　　　　  
後　　援 ： 文部科学省　外務省　国連広報センター　独立行政法人国際協力機構（JICA）
　　　　　日本経済団体連合会　ESD活動支援センター　関東地方ESD活動支援センター 

連携協力 ： SDGs-SWY
※申請中、予定



2018年度国際的学習プログラム研究委員会　公開研究会 

日時：2019年3月30日（土） 
　　　9:30受付開始　10:00 - 12:00 
場所：慶應義塾大学　西校舎527番教室 
〒108-8345 東京都港区三田2丁目15-45 

1 SDGs事始めとしての「AFPWAA Workshop」 
2 究極のPBLとしてのSDGs学習環境の提言（SDGsポイント研究所）



SDGsポイント研究所＠品川
SDGsポイント研究所＠***

システム企画・ 
開発・運用管理

SDGsアクティブ地域ポイントシステム

SDGs貢献企業・団体等 
（企業・商店・公共施設・NPO等）

ポイント利用者 
（児童生徒・学生・社会人等）

セミナー、 
ワークショップ等

ポイントを貯める
・SDGs貢献ボランティア活動への参加 
・SDGs企業の取材記事、動画作成 
・SDGs貢献商品・サービスの購入 
・SDGs関連新商品の提案　

ポイントを使う
・SDGs貢献ボランティア活動への寄付 
・SDGs貢献商品・サービスと引き換え

SDGsアクティブ地域ポイント情報サイト

今後の展開に期待すること


